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▲会長挨拶 ▲松﨑会員乾杯の発声 ▲岡田会員尚歯代表挨拶 
   

▲尚歯を迎えられた皆様 

                                                 
                                                

会長  松尾 將勝 

皆さんこんにちは！土曜日からの３連休明けの例会で、お忙しいところ、本日も沢山の会員の方々に  

ご出席頂きましてありがとうございます。９月も中頃になり、朝晩は、少しは過ごし易くなってきております

が、昼間は、暑い日が続いておりますので、暑さに慣れていますが、油断せず熱中症対策をお願いしま

す。 

本日は、親睦活動委員会にご担当頂き、恒例の尚歯例会となっております。 

普段、あまり使わない尚歯という言葉の意味ですが、毎年、会長が説明しておりますが、おさらいと    

新会員の方もおられますので説明させて頂きます。尚歯（しょうし）という言葉は、中国の古典に由来して

おります。 

「尚」は、「尊ぶ」、「歯」は、年齢を意味する為、直訳すると「老人を敬い（うやまい、大切にする）と意味で

使われるそうです。本年度は、２２名の会員の方々が、尚歯のお祝いを受けられ、本日は、１２名の方に  

出席頂いております。誠におめでとうございます！昨日の新聞、ニュースで発表がありましたが、人口  

推計によると６５歳以上の高齢者は、３６１９万人、総人口に占める割合は、２９．４％で過去最高で、高齢者の

就業者数も９３０万人と２１年連続で増加し、過去最多を更新とありました。実に働く人の７人に１人が    

高齢者ということです。 

私どもの会社も７５歳以上の男性が３人短時間ですが働いて頂いております。３人さんに、いつ迄    

頑張ってくれますか問い掛けますと、社長からもう限界やなと言われる迄頑張ると言ってくれます。 

只、３人のご家族から運転免許証を返上することになれば、即、リタイヤーします、させますとも言われ

ます。結びになりますが、本日、尚歯のお祝いを受けられました皆さま、先ずは、健康にご留意して頂き、 

これからも生涯現役、生涯ロータリアンとして私ども、後輩たちにご指導を賜ります様お願い申し上げま

す。以上で会長の時間とさせて頂きます。本日もよろしくお願いします。 

  

 

 

 

 会長の時間 



                                                

１） BOXにハイライトよねやまを入れております。 

２） 地区補助金プロジェクト見学訪問(姫路東ＲＣ)の案内を回覧いたします。 

３） 来週２３日（火）と再来週３０日（火）の例会は例会取りやめの為ありません。 

お間違いのないようお願いします。 

4） クールビズ期間について、例年は９月末までとなっておりますが、 

昼間はまだ暑い日もございますので１０月末までに延長します。 

ただし、次回例会の１０月２日（木）の３クラブ合同例会はノーネクタイでいいですが、 

ジャケット持参でお願いします。 

5） 本日例会終了後､オーバルルームに於いて I.M.検討委員会を開催します。 

関係者はご出席の程お願いいたします。 

 

                       

 省 略 ☺ 本日、尚歯のお祝いを受けられる会員の皆様、 

これからもご指導よろしくお願いします。 

 省 略 ☺ 尚歯のお祝いを受けられる会員の益々のご健勝とご多幸を 

お祈り申し上げます。 

 省 略 ☺ 尚歯の御祝を受けられるメンバーの皆様、 

本日は誠におめでとうございます。 

 省 略 ☺ 尚歯を受けられる皆様、本日はおめでとうございます。 

 省 略 ☺ 尚歯の仲間として 

 省 略 ☺ “お金と歴史”大事に読ませていただきます。 

 省 略 ☺ 大庫前会長様、「お金と歴史」の素晴らしい本を 

ありがとうございます。 

 省 略 ☺ 大庫会員、すばらしい本の出版おめでとうございます。 

 省 略 ☺ 尚歯お祝い、ありがとうございます。 

 省 略 ☺ 写真ありがとう。 

 省 略 ☺ 尚歯の御祝をして頂いてありがとうございます。 

 省 略 ☺ 本日は大変お世話様です。 

 省 略 ☺ 本日、尚歯の御祝を受けられる皆様、おめでとうございます。 

 省 略 ☺ 穴田会員、先日は随行ありがとうございました。 

 省 略 ☺ 僕の予想では来週でしたが一週早く訪れました。 

日経平均 45,000円。この流れでいくと年内に 5万円台！！ 

かもしれません。 

 省 略 ☺ 写真ありがとうございます。 

 省 略 ☺ 写真ありがとうございます。 

 省 略 ☺ 本日、尚歯のお祝いを受けられる会員の皆様、 

おめでとうございます。 

 省 略 ☺ 本日ボックスに多木文化振興会主催の大阪フィルのコンサートの 

チラシを入れさせて頂いております。１１月１日（土）加古川市民

会館にて開催いたします。宜しくお願い致します。 

幹事報告 

ニコニコ 



 省 略 ☺ 観葉植物もらいます。 

 省 略 ☺ 大庫様、途中から拝聴しておりましたお話しが１冊になり読むの

が楽しみです。 

 省 略 ☺ お花いただきます。 

   以上２２件 \３5，０００- 

   また、尚歯のお祝いを受けられた方々より\６６，０００- 

   \１０１，０００- 

   本年度累計\５９５，０００- 

 

 

☆ 今 週 会員数７３名 出席４８名 出席免除９名 欠席１６名  

☆ 欠 席 者 省略 

☆ 前 々 週 会員数７３名 出席５４名 出席免除１３名 欠席６名   

☆ メ ー ク ア ッ プ 第１回環境小委員会 8/２６ 芝本 

                             

 

例会場当番 

 １０月 2 日（木） 髙田・久後 

 10月２１日（火） 前川真・湖中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日９月１６日（火） 9月２３日（火） 9月 30日（火） １０月７日（火） 

尚歯例会 

 

親睦活動委員会担当 

例会取りやめ 

［定款第 7条 

第１節（d）（1）］ 

例会取りやめ 

［定款第 7条 

第１節（d）（1）］ 

例会変更（日時・場所変更) 

３クラブ合同例会 

１０月２日（木）午後６時～ 

於：加古川プラザホテル

(ホスト 加古川平成 RC) 

出席委員会 

親睦活動委員会 

プログラム委員会 

 

本日尚歯を迎えられた会員の皆様 
 

神 木  董 前 川 容 洋 竹 位 賢 二 水 埜 安 寛 吉 川 勝 之 山 口 勝 英 

森田   孝 長谷川昌美 長谷川吉弘 大 山 重 勝 湖 中 明 憲 橘   重孝 

森   隆志 桑田純一郎 枝 川 潤 一 大 西 壯 司 保 地 富 夫 岡 田 義 則 

中 尾 知 也 平 崎 泰 彦 城  貴 博 藤 本 陽 一 (敬称略・順不同） 
   

 本日尚歯のお祝いを受けられた２２名の会員に、 

長寿とご多幸をお祈りして心ばかりの記念品をお贈りいたしました。 



世界中で活躍する「行動人」 
2025年 9月 

By Brad Webber 

ペルー 

アマゾン西部では、イキトス市内のロータリークラブが 1月にセ
ミナーに参加し、同地域における学校の現状について学びまし
た。第 4465地区のリーダーであるドリス・アルヴァンさんとフェ
ルナンド・デル・アギラさんは、地域で著名な教育者であるホセフ
ァ・リオス・ギルさんを招き、教育者を支援するためにできることを
ロータリアンに紹介してもらいました。5月、イキトス・アマゾナス・
ロータリークラブは、関連する取り組みの一つである地区補助金
支援の若者支援プロジェクトを完了しました。このプロジェクトで
は、若者たちにズンガロコチャ湖近郊のエコロッジで販売される
イヤリングの制作方法を教えてきました。このクラブはまた、この
地域の小学校に学用品も提供しました。 

 

米国 

プロム（高校卒業パーティ）は高額な通過儀礼で、ドレス、タキシ
ード、花、食事、交通手段の費用がかかります。ニューヨーク市で
は、ノースショア・ロータリークラブ（スタテンアイランド）が
「Cinderella/Cinderfellaプロジェクト」を通じて生徒を支援し
ています。25人の会員を擁するこのクラブは、新品または新品同
様のフォーマルウェアを集めています。新品のウェアの一部はロ
ータリアンが購入しています。4月には、学区内の学生が約 200
種類のドレスやスーツ、靴やアクセサリーを無料で選ぶことがで
き、プロムシーズンに備えることができます。このプロジェクトは、
当時の会長だったスザンヌ・ディメトリオさんによって 2024年に
開始され、現在では会員のステファニー・アカルドさんとレジー

ナ・ブフヴァロアさんが中心となって進められています。「経済的な理由から大切な日を祝えない学生
がいてはいけないと考えています」とディメトリオさん。「私たちは、人生で最も重要な行事の一つで、
若者たちに特別で自信に満ちた感覚を持ってほしいんです」 
 

クロアチア 

ザグレブ・インターナショナル・ロータリークラブは、会員や友人
のために定期的なトレッキングを開催しています。ペトラ・プンゲ
ルチャル直前元会長は、クラブについて、「会員たちのつながり
が以前ほど強くなく、集中した活動ができていない」ことに気づ
きました。そこで、会員同士の絆を深め、モチベーションを上げる
手段として、クラブの主要プロジェクトであるメンタリングの取り
組みのための資金集めとして、ハイキングを行うことを思いつき
ました。クロアチアで唯一の英語を使うクラブの会員が参加し、
10月に行われた初のハイキングでは、ザグレブ近郊のスラプニ
ツォァ渓谷を散策しました。また、ハンガリーへの旅行ではブダ
ペストを散策し、6月にはクロアチアの山岳地帯であるゴルス
キ・コタル地域で、カマチニク川沿いを歩きました。クラブは次のようにフェイスブックに投稿しました：
「みんながリラックスして、ハッピーで、笑いあって、本当に素晴らしい経験でした」 

 


